
江
戸
時
代
の
漢
語
法
書
に
み
ら
れ
る
「
活
字
・
死
字
」

に
つ
い
て

中
間
に
お
け
る
助
字
・
鹿
字
な
ど
の
研
究
に
刺
激
さ
れ
、
わ
が
江

戸
時
代
に
も
盛
ん
に
研
究
さ
れ
、
ま
た
出
版
さ
れ
た
漢
語
学
の
著

作
、
と
く
に
助
字
(
助
辞
・
認
劫
と
も
)
の
専
門
書
の
中
に
活
字
・

向

w
i

死
字
と
い
う
術
総
が
散
見
す
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
漢
語
学
に
お
い
て
は
、
漢
字
を
分

類
し
て
、
突
字
〈
現
代
の
口
川
本
誌
の
分
類
に
な
お
し
て
、
ほ
ぼ
名

詞
)
・
成
字
(
同
じ
く
、
動
抑
制
・
形
務
詞
)
、
助
字
(
同
じ
く
、
助
動

詞
・
助
制
・
副
詞
、
そ
れ
と
日
本
訟
に
あ
て
は
め
て
よ
む
沼
慌
の
な

h
u
J
Y
I
A
 

i
j
 

い
前
置
詞
な
ど
)
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
と
全
く

兵
な
る
活
字
・
死
字
と
い
う
術
訟
が
何
に
由
来
す
る
か
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
概
念
を
規
定
す
る
の
が
小
論
の
目
的
で
あ
る
。

。I江
戸
時
代
に
は
、
活
字
は
態
字
・
用
字
、
ま
た
は
単
に
用
、
死
字
は

体
字
、
ま
た
は
体
と
い
う
名
称
も
行
な
わ
れ
た
が
、
小
論
で
は
活
字
・

死
字
に
つ
い
て
の
み
論
ず
る
。

@
立
小
論
も
引
用
文
を
除
い
て
、
す
べ
て
こ
の
分
類
に
従
っ
た
。

¥、
2
ノ

f
t
¥
 

中
国
に
お
い
て
も
こ
の
術
誌
は
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
主
な
も

の
に
宿
宋
時
代
、
詩
に
つ
い
て
日
論
じ
た
「
対
林
夜
話
」
(
花
蹄
文
)
・

「
詩
人
支
持
」
(
貌
慶
之
)
・
「
鶴
林
玉
露
」
(
羅
大
経
)
、
降
っ
て
切

羽
に
は
、
助
字
の
専
門
書
で
あ
り
、
わ
が
江
戸
時
代
の
助
字
研
究
に

最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
「
助
語
辞
」
(
慮
以
綜
)

お
よ
び
(
著
者
不
明
〉
、
清
朝
に
は
い
庭
的
十
に
つ
い

(
亥
仁
林
〉
な
ど
が
あ
る
。

の
二
審
に
つ
い
て
は
、
・
鼠

(
助
字
)
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
論

文
木
正
問
ん
ど
〈
中
関
文
学
報
〉
第
四
号
)
が
あ
り
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
会
仰
い
に
は
「
虚
活
字
は
極
め
て
下
し
難

。。

し
、
厳
死
字
は
尤
も
易
か
ら
ず
、
蒸
し
走
れ
死
字
と
縦
も
、
之
を
し

て
活
か
し
め
ん
と
欲
す
。
此
れ
難
し
と
為
す
所
以
な
り
い
と
あ
り
、

て
の

「
対
林
夜
話
L

・

関

か~豆五

海
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ま
た
「
詩
人
王
府
」
に
は
ふ
i

限
に
活
字
を
用
う
い
と
あ
り
、
こ
こ
で

い
う
活
字
は
鹿
活
字
の
略
称
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
(
ぺ
対
林
夜

消
仰
い
中
の
死
守
は
厳
死
字
の
略
称
で
あ
る
こ
と
は
問
題
な
い
)

そ
し
て
二
番
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
術
訟
に
つ
い
て
「
実
字
は
名

詞
を
主
と
し
て
形
界
初
中
の
数
詞
の
み
が
之
に
加
は
り
、
虚
活
字
は

動
向
、
虚
死
字
は
誠
一
向
・
形
絡
調
・
前
置
一
副
・
間
動
詞
其
他
の
助
併

を
合
む
の
で
あ
る
。
い
と
論
じ
て
い
る
。

以
上
の
ご
と
く
、
こ
の
こ
惑
に
用
い
ら
れ
て
い
る
活
字
と
は
虚
活

字
の
こ
と
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
学
者
の
分
類
に
よ
り
疲
字
に
当
た

り
、
死
字
と
は
慮
一
死
字
の
こ
と
で
向
じ
く
助
字
に
当
た
る
と
一
…
…
…
悶
え
よ

。

〉
勺
ノ

-
・
・
・
模
拡
如
ニ
慶
之
有
v
柱、

斡
旋
如
一
一
事
之
有
v
輪
。
(
巻
ム
ハ
〉

と
あ
り
、
用
例
を
あ
げ
て
何
・
且
・
・
応
な
ど
を
活
字
と
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
は
わ
が
簡
の
分
類
に
よ
れ
ば
助
字
に
当
た
る
も
の
で

あ
る
。こ

れ
ら
南
宋
に
対
し
て
「
助
諮
静
い
で
は
、
「
助
字
の

中
に
活
字
と
死
字
と
が
あ
る
ん
と
す
る
全
く
異
な
っ
た
考
え
方
を
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

所
。
亦
指
ニ
事
為
一
一
郎
言
。
如
ニ
所
v
能
所
v
学
之
料
開
4

比
ニ
子
字
ニ
所
γ

じ
日
と
長
色
局
、

1
0
努

F
吉
、
ド

J
F疋
ο

叫
ん
せ
一

-vHい

l
l
V
F
I
T
-
E
、
u
L
H

ご

主

万

ノ

故
所
v
指
之
事
亦
不
v
活
c

如
下
志
二
子
学
一
之
類
わ

日
v
所
ν
学
、
同
克
明
指
下
其
習
コ

一
一
向
為
中
川
共
事
よ
也
。

こ
の
「
助
一
法
的
和
ど
に
お
け
る
成
以
緯
の
考
え
方
は
、
従
来
の
わ
が

@
 

閑
人
の
助
字
に
対
す
る
認
識
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
最
も
詳

し
く
解
説
し
た
ぺ
訓
蒙
助
語
辞
諺
解
大
成
」
(
毛
利
点
斎
、
宝
永
五

年
、
一
七

O
八
刊
)
に
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

子
。
予
ハ
元
来
体
ヲ
不
ド
認
字
ナ
レ
パ
、
下
地
カ
ラ
死
字
ナ
ル
故

7

7

グ

一
一
、
助
話
一
一
周
ヒ
テ
所
二
指
呼
一
モ
、
無
v
勢
死
字
ト
ナ
ル
ナ
リ
、

又
此
外
ニ
、
子
字
ヲ
、
オ
イ
テ
、
コ
、
ニ
、
ユ
グ
ト
訓
ズ
レ
ド

モ
共
一
一
無
ド
体
態
字
ナ
レ
パ
ナ
リ

所
。
所
ノ
字
ハ
、
根
元
居
所
処
ト
義
向
ジ
ク
有
v
体
テ
活
字
ナ
リ
、

ノ彼一
昨
v
学
ト
云
フ
ガ
如
キ
モ
、
身
心
ノ
内
外
一
一
受
ケ
テ
、
稽
古

ノ
功
ヲ
積
ン
ト
テ
、
孜
々
一
勉
一
帯
ノ
カ
ヲ
端
ス
ノ
事
業
ヲ
指
ス
ニ

シ

フ

ク

旦

キ

マ

依
テ
、
助
字
ノ
勢
活
シ
、
所
二
指
一
一
一
一
口
二
一
無
ニ
透
間
ぺ
直
一
一
説
ク

ニ
依
テ
、
活
勾
ト
ナ
ル
ト
ナ
リ

こ
の
「
諺
解
大
成
」
の
解
説
は
、
「
子
・
所
」
が
実
体
を
有
す
る

字
か
、
有
し
な
い
字
か
で
活
字
・
死
字
の
区
別
を
な
し
て
い
る
。
こ

れ
は
慮
以
緯
の
考
え
方
を
正
確
に
解
釈
し
て
い
る
か
否
か
は
推
測
で
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き
な
い
が
、
中
間
の
字
書
類
や
以
後
の
日
本
の
著
作
に
は
み
ら
れ
な

い
貞
斎
独
特
の
思
考
方
法
で
あ
る
。
特
に
実
体
の
な
い
態
字
ハ
虚
字

と
肉
質
訴
と
考
え
て
よ
い
〉
を
死
字
と
し
て
い
る
の
が
特
異
で
あ

る。
「
対
類
」
に
は

獄
中
十
之
有
ニ
形
体
↓
者
為
一
y

突
、
之
無
ニ
形
体
一
者
為
v
虚
、
似
v

有
而
無
者
為
ニ
半
虚
↓
似
v
無
市
有
者
為
ニ
半
実
刊
突
者
皆
是
死
字
、

推
虚
字
財
有
v
死
有
v
話
、
死
認
二
其
自
然
市
然
者
ペ
如
ニ
高
下
洪
繊

之
類
日
発
也
。
活
調
二
其
使
v
然
而
然
者
↓
如
ニ
飛
潜
変
化
之
類
一
是

也
。
康
字
対
v
慮
、
突
字
対
y

突
、
半
鹿
半
突
者
十
必
然
。
最
是
死
字

不
γ
一吋
v
対
ニ
以
活
字
ぺ
活
字
不
v
可
v
対
二
以
死
字
勺
此
市
不
v
審
、
別

文
却
一
謬
笑
。
(
税
対
格
式
〉

と
あ
り
、
形
体
あ
る
も
の
を
表
す
訟
を
死
字
と
し
、
そ
れ
に
対
応
す

る
も
の
を
活
字
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
向
議
で
は
認
を
分
類
し
て
突

-
ぃ
脱
字
ハ
レ
践
活
・
厳
死
)
・
助
辞
と
し
て
お
り
、
一
部
例
を
み
る
と

.
地
・
桃
・
梅
な
ど
を
実
字
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
死
字
と
は
突

の
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
活
字
は
歳
字
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

-
f

」

争
i
h

b
M
u
-
-
u
y
 

点、P
二

J
P
J
M
1
4
4

、

ι
1
3
4
4
0

ト
い

け
タ
バ
寸
J
m
R

ハ

J
Fが
日
パ

J
r
y

用
法
、
昨
九
予
選
?
亦
不
v
能
一
一
編

釈
刊
如
下
人
ニ
茶
人
一
火
ニ
其
室
田
↓
麗
一
一
其
居
一
雄
二
其
国
一
草
ユ
其
朝
↓

生
v
死
肉
ド
骨
、
土
v
国
誠
v
潜
之
類
れ
上
一
字
倶
係
戸
元
実
字
↓
一
経

如
v
此
用
v
之
、
頓
成
ニ
虚
活
「
九
死
皆
可
v
活。

耳
目
体
也
、
死
実
字
也
。
視
聴
用
也
、
半
虚
半
実
字
也
。

と
あ
り
、
死
字
は
実
字
と
同
意
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
六
書
の
う
ち
、
助
字
に
活
字
・
死
字
の
別
が
あ
る
と
す
る

「
劫
語
辞
」
を
除
い
て
表
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
Q

!並 対 林鶴 人詩
淋対夜訴字

玉 ヨi
;説 類 円jf:(r、3

虚 助 虚 E長: j舌

字 学 手ご 字 寸，ム守A 

一 一 一
実 笑 助 助 死

，-fjp A 字 字 グず :'f 
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⑫ 

於
・
一
ナ
・
乎
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
ヲ
キ
字
に
つ
い
て
は
「
倭
読
要
領
」
に

「
乎
い
字
に
つ
い
て
、
「
勾
中
ニ
在
テ
、
於
字
ノ
如
ク
ナ
ル
州
知
ア
リ
、

然
ル
ア
荘
子
ュ
、
有
甲
子
生
一
有
明
日
乎
死
一
有
一
乎
出
一
有
ニ
乎
入
一
ト
イ

ヘ
ル
ハ
、
勾
中
一
一
在
テ
、
何
ノ
意
義
モ
無
シ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
助
字

「
乎
」
な
ど
に
、
文
中
の
位
置
に
よ
っ
て
は
何
の
意
義
を
も
認
め
な
い

か
、
見
す
ご
し
て
し
ま
う
の
が
普
通
の
今
認
識
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。



¥
t
，r〆~~ 

f
t
¥
 

中
間
で
は
、
こ
の
よ
う
に
種
々
の
内
容
を
も
っ
て
用
い
ら
れ
た
活

・
死
字
と
い
う
術
誌
は
、
わ
が
江
戸
時
代
の
著
作
中
で
は
ど
の
よ

う
に
用
い
ら
れ
て
い
た
か
。

管
見
の
及
ぶ
か
、
ぎ
り
で
は
、
「
点
例
ー
一
・
「
詑
助
訳
辞
」
・
「
倭
読
要

領
」
・
戸
訳
文
袋
路
工
「
訓
訳
一
部
家
い
・
「
助
辞
訳
通
い
・
「
文
語
解
」
・

⑧
 

「
谷
氏
助
字
解
い
・
「
助
辞
鵠
」
・
「
訓
点
復
古
」
な
ど
十
蓄
に
み
ら
れ

る。
こ
れ
ら
の
は
活
字
・
死
字
の
定
義
を
記
し
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
次
に
そ
の
定
義
と
具
体
的
用
例
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
。

@ 

漢
語
学
以
外
の
舎
で
は
、
(
伊
藤
仁
斎
、
一
七
O
六刊〉・

2
瓜
子
問
」
〈
問
、
一
七
O
七
刊
〉
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ま

た
「
和
訓
架
」
(
谷
川
士
清
、
一
七
七
七
以
後
続
刊
〉
に
も
「
訓
訳
一
郡

山
本
い
か
ら
の
引
用
で
は
あ
る
が
活
字
・
死
字
の
一
請
が
み
え
て
お
り
、
一

般
に
通
行
し
て
い
た
名
称
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

。
「
点
例
」
(
貝
原
益
軒
、
元
禄
十
六
年
、
一
七

O
一一一序)

背
者
吾
友
従
コ
新
於
斯
一
失
鱗
υ

似
コ
ト
ニ
コ
、
一
一
シ
タ
カ
ヘ
リ
ト
ヨ

事
ノ
字
従
事
ノ
時
ハ
活
字
也
コ
ト
ニ
ト
ヨ
メ
ハ

シ
タ
カ
ヒ
コ
ト
、
セ
リ
ト
一
五
意
也

ム
ヘ
カ
ラ
ス
ナ
ノレ

専
一
一
務
ム
ル

意
也

の
項
)

管
見
で
は
、
「
助
語
辞
」
を
解
説
し
た
帯
一
一
回
以
外
で
は
、
は
じ
め
て

字
・
死
字
の
誌
を
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
(
「
諒
一
五
字
義
」
な

ど
漢
語
学
以
外
の
警
を
除
い
て
〉
。
本
書
で
は
実
字
・
虚
字
等
の
名

称
は
使
用
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ら
と
間
質
の
誌
と
み
ら
れ
る
。

。
「
語
助
訳
辞
」
(
松
井
流
楽
、
亭
保
一
一
一
年
、
一
七
一
八
尾
諮
〉

サ
シ

一
助
ノ
字
モ
亦
子
ノ
字
ノ
如
グ
事
為
ブ
指
テ
一
広
辞
也
(
中
略
)
所
ノ

字
ハ
活
字
ナ
リ
子
ノ
字
ハ
死
字
ナ
リ
口
ハ
今
ハ
タ
ラ
ク
所
ヲ
活

(
学
?
〉

ト
云
ヒ
有
ゴ
ト
ハ
ア
レ
ド
モ
ロ
ハ
今
ス
ハ
リ
テ
ア
ル
ヲ
死
字
ト
云

フ
ナ
リ
響
ヘ
バ
飲
食
ノ
二
字
ヲ
云
フ
ト
キ
ノ
ミ
モ
ノ
・
ク
ヒ

モ
ノ
ト
一
広
フ
時
ハ
死
字
ナ
リ
ノ
ム
ト
一
広
ヒ
ク
ラ
フ
ト
云
フ
持
ハ

活
字
ナ
リ
諸
字
ト
モ
ニ
此
ノ
意
ヲ
以
テ
活
字
死
字
ヲ
弁
へ
知
ベ

シ
(
「
所
」
の
項
)

本
最
高
は
「
助
語
辞
」
を
和
一
語
で
平
易
に
解
説
し
た
書
で
あ
り
、
従

っ
て
活
字
・
死
字
の
術
一
誌
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

る
が
、
「
諺
解
大
成
」
に
お
い
て
実
体
の
有
無
を
活
字
・
死
字
の
区

別
の
基
準
と
す
る
の
に
対
し
て
、
一
誌
の
そ
の
場
に
お
け
る
用
法
を

基
準
と
し
虚
字
的
用
法
を
活
字
と
し
、
実
字
的
用
法
を
死
字
と
し
て

い
る
。
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こ
の
活
字
(
本
書
で
は
実
字
・
虚
字
等
の
名
称
は
用
い
て
い
な
い

の
で
、
最
字
と
間
質
語
と
み
て
よ
い
)
・
死
字
ハ
同
じ
く
実
字
と
み



て
よ
い
)
の
定
義
は
、
以
後
の
お
け
る
考
え
方
の
大
勢
を

占
め
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
」
(
桂
庵
、
明

応
十
年
、
一
五

O
一
成
立
)
に
・
用
の
定
義
と
同
じ
く
、
体

1
一
死
学
日
(
実
字
用
1

い
う
関
係
を
明
確
に
す

る
も
の
で
あ
る
。

@ 

γ
 

寸
家
法
倭
点
」
に
「
食
字
、
ィ
、
土
石
一
時
ハ
鉢
乱
。
育
問
問
。
ク
ラ
フ
ト

公
時
ハ
府
也
。
音
シ
ヨ
ク
」
と
あ
る
。

。

一
七
二
八
序
)

ム
ハ
誤
ナ
リ
。
此
八

ト
ヲ
ノ
タ
マ
ブ
ハ
ト
読
ベ
シ
。
俗

ノ
活
字
ナ
ル
コ
ト
ヲ
モ
知
一
フ
ズ
(
「
倭

儒
勾-^
イヲ
ヲナ
の知リ
項ラグミ
〉ズ子
。ノ

性

の
術
誌
は
用
い
て
い
な
い
。
ま
た
死
字

と
い
う
名
称
も
使
用
し
て
い
な
い
の
で
春
台
は
突
字
を
ど
の
よ
う
に

呼
称
し
て
い
た
か
は
判
明
で
き
な
い
が
、
例
文
で
推
測
す
る
か
、
ぎ
り

で
あ
ろ
う
。

。
「
訳
文
築
蹄
初
編
」
(
荻
生
侶
後
、
正
徳
四
年
、
一
七
一
四
刊
)

O

つ
訳
文
接
的
後
編
い
(
問
、
寛
政
八
年
、
一
七
九
六
刊
)

料
。
ハ
カ
ル
カ
ソ
フ
ト
ヨ
ム
元
来
マ
ス
メ
ブ
カ
ソ
ユ
ル
コ
ト
也

(
中
略
V

死
宇
一
一
用
ユ
ル
ト
キ
嬢
料
三
口
問
料
ハ
禄
ノ
コ
ト
ナ
リ

居
。
起
ノ
反
対
ナ
リ
(
中
略
)
活
字
一
一
用
ル
時
ハ
居
ハ
起
ト
対
ス

ウ
チ
ナ
ヲ
ル
青
山
ナ
リ

本
世
帯
の
「
題
一
一
一
一
同
十
則
」
・
「
凡
例
三
別
」
で
は
、
実
字
(
物
名
字

国
)
・
虚
字
ハ
作
用
字
詰
)
・
半
虚
字
(
形
状
字
国

γ
助
字
公
開
ノ
辞

字
国
〉
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
虚
字
・
半
虚
字
を
次
の
「
訓
訳

示
蒙
」
の
ご
と
く
一
つ
に
み
れ
ば
一
般
的
な
分
類
と
変
わ
る
と
こ
ろ

は
な
い
。
し
か
し
活
字
・
死
字
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、
そ

の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
右
に
記
し
た
例
文
に
つ
い
て
み
る
と
、
活

字
は
虚
字
、
死
字
は
実
字
と
同
意
一
部
川
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

( 32 ) 

。

(
荻
生
担
妹
、
明
和
一
一
一
七
六
六
刊
)

ノ
上
一
一
載
カ
ス
レ
バ
、
コ
ノ
ト
ヨ
ム
、
之
人

之
。
(
前
略
〉

ノ

ナ
リ

こ九ij 去p
.1~テ O

FL却(
」イー Hむ
よ-}- I~;~ 
Iil久

れド J
v:tナ
リ却

多
グ

活
w子

ノ

一
付
ル
助
話
ナ
リ

f
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街
巾
小
中
山

キ
ツ
テ
ノ
ケ
タ

は
、
人
・
子
・

-
翰
な
ど
で
あ
り
、

り

は
斬
・
治
な
ど

で
い

で
、
同
じ
く
厳
字
に
当
た
る
こ
と
が
わ
か
る
。

・
死
字
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い



る
死。
j活

再
ノ、

，L，、

タ
ト
ヘ
ハ
清
宇

一
ス
ル
時
ハ
キ
ヨ
キ
ト
ヨ
ム ノ
マ
、
ナ
レ
バ
キ
ヨ
シ
ト
ヨ

一
一
ス
ル
時
ハ
キ
ヨ

ノ
マ
、
ナ
レ
ハ
ウ
タ
フ
ト
ヨ
ム

ス
ル
時
ハ
ウ
タ
ト
ヨ
ム
活
字
一
一
ス
ル
時
ハ
ウ
タ
ハ
シ
ム
ト
ヨ
ム

舞
字
字
ノ
マ
、
ナ
レ
ハ
マ
フ
ト
ヨ
ム
死
学
二
ス
レ
パ
マ
ヒ
ト

ヨ
ム
活
字
一
一
ス
ル
時
ハ
マ
ハ
ス
ト
ヨ
ム
ハ
巻
二

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
死
字
と
は
、
あ
る
訟
を
名
詞
形
(
ウ
タ
・
マ

ヒ
〉
、
ま
た
は
連
休
修
飾
語
(
キ
ヨ
キ
〉
と
し
た
場
合
、
活
字
と
は
、

そ
れ
を
伎
役
形
や
他
動
向
形
(
ウ
タ
ハ
シ
ム
・
マ
ハ
ス
・
キ
ヨ
ム
)

と
し
て
用
い
る
場
合
で
あ
る
。

こ
の
但
僚
の
考
え
方
(
名
詞
形
を
死
字
と
す
る
考
え
方
以
外
)

は
、
わ
が
関
の
地
の
著
作
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
前
述

の
「
対
類
」
に
述
べ
ら
れ
た
も
の
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
ハ
租
椋

が
「
対
類
」
を
参
考
に
し
た
か
A

脅
か
は
未
詳
〉
。

す
な
わ
ち
、
連
休
修
飾
訟
を
死
字
と
す
る
に
つ
い
て
は
、
「
対
類
」

の
「
上
厳
死
下
実
」
の
例
一
訟
に
、
長
天
・
遺
天
・
高
空
・
澄
空
な
ど

を
挙
げ
て
お
り
伎
役
形
や
他
動
詞
形
を
活
字
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て

「。
ペ
N
U

、

は
、
「
)
的
制
約
二
其
使
v
然
一
全
然
者
一
L

と
あ
る
。

ム
ト
ヨ
ム

@ 

こ
の
「
対
類
」
の
考
え
方
は
、
「
馬
氏
文
通
」
(
馬
相
伯
〉
に
も
影
響
し

た
よ
う
で
あ
り
、
同
蓄
に
「
孟
子
、
白
羽
之
自
也
、
数
'
同
雪
之
白
。
下

二
自
字
、
実
用
也
、
上
二
白
字
、
死
字
也
。
:
:
:
議
日
活
字
者
、
調
茶

使
然
一
山
然
也
に
と
あ
る
。

ザ

ー

。
「
助
辞
訳
通
い
(
問
自
駒
、
一
一
年
、

故
ο
(
前
略
)
又
死
宇
一
…
用
ヒ
一
ア
、
ユ
ヘ
ト

事
故
ナ
リ
、
周
易
ニ
知
二
糊
mm之
故
一
是
ナ
リ

本
議
で
は
実
字
・
疲
字
等
の
術
誌
は
用
い
て
お
ら
ず
、
両
者
を
合

わ
せ
て
正
請
(
実
話
)
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
の
例
か
ら
推
し
て
、

死
字
は
一
般
的
な
実
字
の
意
で
あ
ろ
う
。
活
字
と
い
う
誌
は
み
ら
れ

な
い
。

一
七
六
二
序
〉

ム
時
、
縁
故
ナ
リ

。
「
文
一
品
川
解
」
(
釈
大
典
、
明
和
九
年
、
一
七
七
二
序
)

(
前
略
)
ノ
下
ハ
多
グ
活
字
用
字
虚
字
ナ
リ
葦
ノ
下
ハ

用
ル
コ
ト
多
シ
故
一
一
蓋
余
ト
ア
リ
テ
嘗
余
ト

( 33 ) 

ハ
ナ
シ

非
。
不
ノ
下
ハ
多
ク
虚
ナ
リ
活
ナ
リ
用
ナ
リ

ナ
リ
一
死
ナ
リ
体
ナ
リ

本
意
向
で
は
こ
の
よ
う
に
三
つ
ず
つ
の
術
誌
を
用
い
て
い
る
が
、
他

の
多
数
の
例
文
か
ら
推
察
し
て
も
そ
の
間
に
は
区
別
は
見
出
せ
ず
、

全
く
同
じ
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

非
ノ
下
ハ
多
グ
実



。
「
谷
氏
助
字
解
」
(
谷
屑
山
、
天
明
五
年
、
一
七
八
五
序
)

礼
。
(
前
略
〉
経
書
-
一
礼
ト
説
キ
玉
フ
ニ
見
ヤ
ウ
ア
ル
コ
ト
ナ
リ

我
ヲ
離
シ
一
ア
礼
ト
云
コ
ト
ア
リ
我
カ
方
へ
引
ト
リ
ワ
ガ
行
一
一
シ

テ
去
コ
ト
ア
リ
我
レ
ヲ
離
シ
テ
シ
タ
ヂ
カ
ラ
ノ
コ
ト
一
一
テ
一
広
フ

ハ
死
字
也
我
カ
万
へ
引
ト
リ
云
礼
ハ
活
字
也

難
解
な
例
で
あ
る
が
、
活
字
と
明
記
し
て
い
る
の
は
こ
の
一
例
の

み
で
あ
る
の
で
挙
げ
る
。
右
の
例
文
の
前
に
礼
を
解
説
し
て
「
釈
名

目
礼
体
也
得

K
ハ
事
体
一
也
、
此
レ
礼
ニ
シ
タ
ガ
ヘ
パ
人
事
ノ
体
ヲ
ヨ

グ
得
ル
ナ
リ
故
一
一
体
ノ
詮
ア
リ
最
何
十
此
控
デ
程
ヨ
ク
ス
ル
意
ヲ

合
ム
い
と
あ
り
、
「
礼
い
を
い
鹿
字
的
な
も
の
(
こ
の
場
合
は
活
字
と

い
う
名
称
を
用
い
て
)
と
し
て
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

死
字
に
関
し
て
は
、
他
の
数
例
か
ら
も
笑
字
と
同
意
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
一
一
者
は
混
用
さ
れ
て
い
る
ο

。
「
助
辞
鵠
」
(
、
河
北
景
焼
、
天
明
五
年
、
一
七
八
五
序
)

ぷ

レ

ル

A

7

ハ

ユ

ハ

ノ

刻
。
(
前
ー
略
)
詩
挺
こ
伊
延
v
之
帯
別
有
ド
余
孟
子
膝
君
別
誠
賢
君

オ

モ

フ

ノ

シ

ワ

サ

ヲ

カ

ハ

也
諜
経
自
二
位
以
二
一
一
川
一
我
別
惟
ニ
成
徳
一
之
為
ヂ
史
記
一
一
子
一
一
河
川
川

可
ノ
如
キ
別
ノ
字
死
字
ノ
下
一
一
ア
リ

後
υ

ハ
社
牧
の
停
車
集
愛
楓
林
晩
の
詩
句
に
つ
い
て
〉
牧
カ
詩
ヲ

，f 

車
ヨ
リ
オ
リ
ズ
卒
中
一
一
役
ス
ル
コ
ト
ト
ス
レ
パ
必
字
死
字
ナ
リ
、

ノ
ι

実
話
ナ
リ
サ
ス
レ
パ
此
ノ
詩
何
ノ
風
味
そ
ナ
ク
坐
字
そ
無
用
ナ

リ
、
ヰ
ナ
ガ
ラ
ト
ヨ
メ
ハ
活
字
ナ
リ

死
字
は
「
則
」
の
例
文
よ
り
実
字
と
同
意
誌
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
活
字
は
、
こ
こ
に
の
み
使
用
さ
れ
て

い
る
術
語
な
の
で
(
一
i

ヰ
ナ
ガ
ラ
」
は
現
在
の
品
認
分
類
で
は
、
副

詞
)
、
そ
の
内
容
は
正
確
に
は
判
断
で
き
な
い
が
、
本
書
の
「
届
」

の
項
「
イ
タ
リ
又
イ
タ
ル
ト
訓
ス
様
ノ
義
ヲ
，
兼
ヌ
(
中
略
)
詩
一
一

ヌ

ア

ユ

致
ニ
天
之
扇
子
牧
之
野
一
此
イ
タ
リ
ト
ヨ
ム
天
命
ノ
キ
ハ
メ
極
ル

ノ
義
ナ
リ
活
用
シ
テ
イ
タ
ル
ト
モ
ヨ
ム
い
な
ど
に
み
ら
れ
る
「
活

用
シ
テ
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
推
し
て
虚
字
(
本
書
で
は
半
歳
半
喫

と
い
う
名
称
を
用
い
て
い
る
)
で
あ
ろ
う
。
実
字
は
凡
例
に
お
い
て

「
実
形
ア
ル
と
定
義
し
て
い
る
。
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。
「
訓
点
復
古
」
(
日
尾
剤
山
、
天
保
六
年
、
一
八
一
一
一
五
序
)

チ

ハ

レ

ル

ル

フ

(
過
刻
勿
v
陣
ド
改
に
つ
い
て
〉
活
用
ス
ル
ト
ハ
、
生
キ
テ
ハ
タ

ラ
ク
コ
ト
ニ
テ
、
期
ア
ヤ
マ
ッ
ト
設
時
ハ
、
下
ヲ
コ
ト
ハ
ト
デ

モ
、
モ
ノ
ハ
ト
デ
モ
、
種
々
ニ
ハ
タ
ラ
ク
也
、
活
用
セ
ヌ
ト
ハ
、

死
ん
子
ニ
ナ
ル
ナ
リ
、
別
ア
ヤ
マ
チ
ト
読
ト
キ
ハ
、
キ
マ
リ
テ
シ
マ

ヒ
テ
、
コ
ト
ハ
、
ト
キ
ハ
、
モ
ノ
ハ
ナ
ド
云
送
リ
ガ
ナ
ヲ
附
ル
コ

ト
ナ
ラ
ズ
、
外
ヘ
ハ
タ
ラ
カ
ヌ
ト
ナ
ル
ヲ
一
広
(
「
訓
点
正
誤
い

の
項
)

-
虚
字
の
術
訟
は
使
用
せ
ず
、
体
・
用
の
諮
(
「
体



ト
ハ
、
物
ヲ
指
シ
テ
一
戸
潟
、
用
ト
ハ
、
ハ
タ
ラ
ク
詞
也
」
と
定
義
し

て
い
る
〉
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
い
う
死
字
は
奨
学
と
考
え
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
活
字
と
い
う
名
称
は
み
え
な
い
。

(三)

の
考
察
を
通
し
て
、
江
戸
時
代
の
助
字
の
専
門
書
な
ど

に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
活
字
・
死
字
と
い
う
術
訟
は
、
そ
の
時
代
に

一
般
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
訟
の
分
類
に
よ
る
実
字
(
体
)
・

(
用
)
と
大
略
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
を
中
間
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
活
字
・
死
学
と
い
う
術
語
と

比
較
・
考
察
し
て
み
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

①
、
街
宋
の
詩
論
設
で
用
い
ら
れ
て
い
る
活
字
・
死
字
と
、
わ
が
闘

で
用
い
ら
れ
た
も
の
と
は
、
活
字
と
虚
字
と
を
同
質
諮
と
し
て
い
る

二
番
の
術
諮
以
外
全
く
異
な
っ
て
い
る
。

②
、
助
字
を
活
字
・
死
字
に
分
類
す
る
「
助
語
辞
い
の
方
法
は
、
わ

が
顕
著
作
中
の
術
誌
に
は
直
接
影
響
は
み
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
解
説

書
「
諮
助
訳
辞
」
に
代
表
さ
れ
る
分
類
法

i
慮
以
緯
の
考
え
方
を
拡

大
し
て
、
助
字
以
外
の
一
誌
に
お
い
て
い
援
字
的
に
用
い
ら
れ
る
も
の
を

活
字
と
し
、
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
を
死
字
と
す
る
ー
に
よ

っ

て

、

は

死

字

に

つ

い

て

は

質

'

的

に

異

な

り

、

ま

た
「
助
一
古
川
辞
」
中
の
術
語
と
も
異
な
っ
た
活
字
・
死
字
と
い
う
術
認

が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

③
、
「
対
類
い
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
形
体
あ
る
も
の
を
死
字
と
す

る
定
義
は
、
わ
が
邦
人
の
実
字
を
死
字
と
す
る
考
え
方
と
同
じ
で
あ

り
、
ぃ
脱
字
を
活
字
と
い
い
、
耐
火
字
を
死
字
と
す
る
用
語
法
が
、
中
間

人
の
著
作
よ
り
の
影
響
で
あ
る
と
す
れ
ば
本
書
か
ら
で
あ
ろ
う
。

¥、
I
ノ四

/
t
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以
上
、
中
間
お
よ
び
日
本
で
用
い
ら
れ
た
活
字
・
死
字
と
い
う
術

諮
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
術
語
が
、
わ
が
留
に
お

い
て
、
一
般
的
呼
称
で
あ
る
実
字
・
虚
字
と
混
用
さ
れ
て
い
る
の
は

何
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
か
。
(
中
国
で
は
、
先
に
記
し
た
「
対
類
」
・

「
虚
字
説
」
に
よ
れ
ば
死
字
は
実
字
と
向
質
の
誌
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
活
字
も
虚
字
と
同
等
の
一
誌
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
)
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著
者
の
用
一
訟
に
対
す
る
定
義
づ
け
の
暖
昧
さ
・
無
関
心
さ
に
よ
る

混
用
は
、
現
代
語
学
よ
り
す
れ
ば
致
し
方
の
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、

実
字
・
虚
字
と
い
う
術
誌
の
代
わ
り
に
死
字
・
活
字
と
い
う
語
を
使

用
す
る
根
底
に
は
、
次
の
よ
う
な
意
識
が
働
い
て
い
た
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
術
語
混
乱
の
原
因
も
、
そ
の
意
識
と
実
際
の
用
法

と
の
ず
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
推
察
さ
れ
る
。



第
一
に
、
は
一
般
的
に
実
体
概
念
を
表
す
こ
と
ば
で
あ

り
〈
「
訓
訳
示
豪
い
に
は
「
耐
火
山
チ
ト
ハ
天
地
日
月
鳥
獣
草
木
手
足
頭

尾
枝
葉
根
業
等
ノ
字
ナ
リ
レ
と
あ
り
、
「
助
辞
鵠
」
で
は
「
実
形
ア

ル
者
」
と
定
義
づ
け
る
な
ど
、
他
市
一
間
で
も
ほ
ぼ
一
定
し
た
見
解
で
あ

チ

イ

タ

リ

コ

i

る
〉
、
例
文
に
示
し
た
「
逃
・
届
・
事
」
な
ど
抽
象
概
念
を
表
す
こ

と
ば
は
、
そ
の
範
時
に
入
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
か
ら
死
字
と
い
う

諮
を
用
い
て
波
別
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
働
い
た
。
ま
た
、
そ
れ
を

慮
、
ん
や
と
し
て
用
い
る
場
合
に
は
、
一
死
字
に
対
す
る
も
の
と
し
て
活
字

と
い
う
術
訟
を
用
い
た
が
、
「
過
・
昂
・
な
ど
は
本
来
虚

し
で
も
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
活
字
と
虚
字
と
は
同
質
の
こ
と
ば
で
あ
る
が
、
死
字
と
突

字
は
同
質
の
こ
と
ば
と
し
て
は
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
本
来
「
突
形
ア
ル
者
」
を
表
す
こ
と
ば
(
実
字
)
を
活

用
し
て
虚
字
と
し
て
用
い
る
場
合
に
活
字
と
い
う
術
訟
を
用
い
た

が
、
ぃ
湿
山
火
・
死
活
と
い
う
対
応
上
よ
り
笑
字
と
い
う
誌
を
用
い
る
代

わ
り
に
死
字
と
し
た
。
(
「
文
部
解
い
の
ア
乙
い
の
項
に
つ
死
字
ヲ
活

ん

す

ハ

ユ

4

ハ

ヲ

字
ニ
ス
ル
時
コ
ノ
字
ヲ
用
ュ
、
諸
侠
用
一
一
一
央
礼
一
刻
爽

v之
一
呉
市
進

vaT…

コ

民

ヲ

P

一

'

中
間
一
期
中
九
州
ゐ
ノ
~
〕
洲
一
似
〈
以
下
略
〉
と
あ
る
)
。

目

"μ

、1
〆

従
っ
て
死
事
J

と
実
字
は
肉
質
の
こ
と
ば
で
あ
る
が
、
活
字
と
振
宇

と
は
間
質
の
こ
と
ば
で
な
い
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
わ
が
国
江
戸
時
代
の
著
作
に
お
い
て
は
、
死
字
と

は
拍
象
概
念
を
表
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
り
、
実
体
概
念
を
表
す

語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
り
し
て
お
り
、
ま
た
、
活
字
は
虚
字
と
同
質

の
語
と
し
て
使
用
さ
れ
た
り
、
実
体
概
念
を
表
す
語
(
実
字
)
を
活

用
さ
せ
た
誌
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
た
り
し
て
混
乱
が
生
じ
て
き
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

と

¥
lノ
斗ゴ，4
2
 

/
i
¥
 

先
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
漢
語
学
の
専
門
書
以
外
で
活
字
・
死
字

と
い
う
術
誌
を
用
い
た
も
の
に
「
話
孟
字
義
」
・
「
章
子
関
L

が
あ

り

、

で

は

次

の

よ

う

に

記

さ

れ

て

い

る

。
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道
字
本
活
字
。
所
己
以
形
司
容
其
生
々
化
々
之
妙
一
也
。
若
H

一
理
学
一

本
死
字
。
従
v
玉
里
戸
。
謂
一
一
玉
石
之
文
理
刊
可
1
U
M
形
コ
容
事
物
之

条
理
↓
市
不
v
足
一
品
川
以
形
辺
容
天
地
生
々
化
々
之
妙
一
也
。

〈
理
〉
)

活
字
也
。
理
以
v
所
v
存
一
一
一
一
問
、
死
字
也
。
ハ
問
)

・
死
字
と
語
学
専
議
で
の
用
い
方
と
を
蔽
ち
に

結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
抽
象
概
念
を
述
べ
る
場
合
に
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

こ
の
仁
ぃ
婦
の
用
語
法
は
手
間
孟
字
義
ん
の
講
義
始
め
を
天
和
年
間

(
二
ハ
八
一

1
八
…
一
む
と
す
れ
ば
、
わ
が
閣
で
最
も
何
十
く
用
い
ら
れ

こ
こ
で



た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
を
~l
対
獄
し
・
「
助
活
辞
ん
な
ど
か
ら
の
で
あ
る

の
か
、
仁
斎
独
特
の
も
の
で
あ
る
の
か
は
速
断
で
き
な
い
が
、
持
論

部
よ
り
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
実
字
・
慮
中
十

@
 

と
い
う
箱
詰
と
は
然
な
っ
た
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

@
「
話
一
五
字
義
」
に
は
山
一
火
山
子
・
虚
字
と
い
う
桁
誌
も
使
用
さ
れ
て
い
る

が
、
先
舗
の
訓
み
に
対
し
て
輿
論
を
述
べ
た
的
所
に
用
い
ら
れ
て
お

り
、
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。

な
お
伊
藤
家
に
は
東
波
・
東
所
の
「
操
服
字
訣
」
が
あ
り
、
「
命
ズ

ル
日
比
ル
行
ク
ノ
類
、
ハ
タ
ラ
キ
ニ
ナ
ル
字
ヅ
点
字
ト
一
広
、
天
地
日
月
命

令
ノ
類
ヲ
実
字
ト
一
五
、
ソ
ノ
カ
タ
チ
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
ん
と
定
義
し
て
い

る。

日IJ
又:
に(五〉
も
述結
〆¥え

ずこび
よ
う

わ
が
江
戸
時
代
の
助
字
専
門
書
な
ど

に
み
ら
れ
る
活
字
・
死
字
と
い
う
術
訟
の
源
流
と
語
学
的
用
法
な
ど

に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、

一
、
こ
れ
ら
の
術
認
は
、

次
の
数
項
を
結
論
と
し
た
い
。

中
国
南
宋
時
代
の
詩
論
需
に
始
め
て
用
い

ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
と
同
質
の

し
て
使
用
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
。

二
、
わ
が
関
に
お
け
る
用
い
方
は
、
「
対
類
」

に
み
ら
れ
る
も
の
と

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
直
接
影
響
を
受
け
た
著
作
が
あ
る
と
す
れ

ば
本
脅
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
担
彼
に
対
す
る
影
響
は
大
き
い
と
忠
わ
れ
る
。

一
一
一
、
つ
切
語
辞
い
よ
り
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
住
接
技

取
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
考
え
方
を
蕊
盤
と
し
た
江
戸
時
代

学
者
の
独
自
の
思
考
方
法
で
あ
ろ
う
。

問
、
活
字
と
虚
字
、
死
字
と
実
字
と
は
ほ
ぼ
間
質
の
諮
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
わ
が
閣
で
の
使
用
法
は
締
で
述
べ
た
よ
う

に
、
申
一
一
〈
字
を
実
体
概
念
を
表
す
誌
と
し
て
用
い
る
場
合
に
は
実

字
、
抽
象
概
念
を
表
す
諮
の
場
合
は
死
字
と
し
た
。

五
、
そ
し
て
、
実
字
と
虚
字
、
死
字
と
活
字
を
用
語
法
上
対
応
さ
せ

ょ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
混
乱
が
生
じ
、
向
一
著
作
中
に
お
い
て
も

混
用
さ
れ
る
原
因
と
も
な
っ
た
。

(
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
筑
波
大
学
牛
島
徳
次
先
生
よ
り
、

中
国
人
の
著
作
に
お
け
る
活
字
死
宇
な
ど
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た

だ
い
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
)
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